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評価軸ごとの評価を行う治水対策案の概要

「第４回 成瀬ダム建設事業の関係地方公共団体からなる検討の場」

参考資料５

国土交通省 東北地方整備局

平成2４年９月２１日





治水対策案の抽出結果

1
：概略評価で抽出された治水対策案

５） ６） ７） １３） １４） １５） １６） １８） １９） ２１） ２２） ２３）

１）

ダムの
有効活用
（玉川ダム
かさ上げ）

ダムの
有効活用
（皆瀬ダム
かさ上げ）

ダムの
有効活用
（玉川ダム
容量活用)

既設ダム
有効活用
（予備放流）

遊水地
(強首地区)

遊水地
（大曲地区）

遊水地
（西野地区）

放水路
(区間最短)

放水路
（中間案）

放水路
（区間最長）

河道の
掘削

引堤
堤防の

かさ上げ

河川整備計画
相当案

1 成瀬ダム 築堤 河道の掘削 ①

2-1 築堤 河道の掘削
ダムの有効活用

（玉川ダム
かさ上げ）

玉川合流点
から上流側
河道の掘削

2-2 築堤 河道の掘削
ダムの有効活用

（皆瀬ダム
かさ上げ）

雄物川橋
から上流側
河道の掘削

2-3 築堤 河道の掘削
ダムの有効活用

（玉川ダム
容量活用)

河道の掘削

2-4 築堤 河道の掘削
ダムの有効活用

（玉川ダム
容量活用)

既設ダム
有効活用

（予備放流）
河道の掘削 ②

3 築堤 河道の掘削 河道の掘削 ③

3-2 築堤 河道の掘削 河道の掘削
（中流部捷水路）

3-3 築堤 河道の掘削 河道の掘削
（中流部分水路）

3-4 築堤 河道の掘削 河道の掘削
（捷水路+遊水地）

4
引堤位置で
所要の築堤

河道の掘削 引堤

5 築堤 河道の掘削
堤防の

かさ上げ

6-1 築堤 河道の掘削
遊水地

(強首地区)

遊水地
上流での

河道の掘削
④

6-2 築堤 河道の掘削
遊水地

（大曲地区）

遊水地
上流での

河道の掘削

6-3 築堤 河道の掘削
遊水地

（西野地区）

遊水地
上流での

河道の掘削

7-1 築堤 河道の掘削
放水路

(区間最短)

放水路
上流での

河道の掘削

7-2 築堤 河道の掘削
放水路

（中間案）

放水路
上流での

河道の掘削

7-3 築堤 河道の掘削
放水路

（区間最長）

放水路
上流での

河道の掘削

8 築堤 河道の掘削
ダムの有効活用

（玉川ダム
容量活用）

遊水地
(強首地区)

遊水地
上流での

河道の掘削

8-2 築堤 河道の掘削
ダムの有効活用

（玉川ダム
容量活用）

既設ダム
有効活用

（予備放流）

遊水地
(強首地区)

遊水地
上流での

河道の掘削
⑤

9
             ※1

中流部以外
の築堤

河道の掘削※2

（中流部より
下流は縮小）

中流部より
上流側の

河道の掘削

遊水機能を
有する土地
の保全

部分的に低い
堤防の存置

輪中堤 二線堤
土地利用

規制
⑥

10
             ※1

中流部以外
の築堤

河道の掘削※2

（中流部より
下流は縮小）

中流部より
上流側の

河道の掘削

遊水機能を
有する土地
の保全

部分的に低い
堤防の存置

宅地のかさ上
げ、ピロティ建
築等

土地利用
規制

11
             ※1

中流部以外
の築堤

河道の掘削 河道の掘削
雨水貯留

施設
雨水浸透

施設
水田等
の保全

12
             ※1

中流部以外
の築堤

河道の掘削
遊水地

(強首地区)

遊水地
上流での

河道の掘削

雨水貯留
施設

雨水浸透
施設

水田等
の保全

13
             ※1

中流部以外
の築堤

河道の掘削※2

（中流部より
下流は縮小）

ダムの有効活用
（玉川ダム
容量活用）

中流部より
上流側の

河道の掘削

遊水機能を
有する土地
の保全

部分的に低い
堤防の存置

輪中堤 二線堤
土地利用

規制

13-2
             ※1

中流部以外
の築堤

河道の掘削※2

（中流部より
下流は縮小）

ダムの有効活用
（玉川ダム
容量活用）

既設ダム
有効活用

（予備放流）

中流部より
上流側の

河道の掘削

遊水機能を
有する土地
の保全

部分的に低い
堤防の存置

輪中堤 二線堤
土地利用

規制
⑦

14 築堤 河道の掘削
ダムの有効活用

（玉川ダム
容量活用）

玉川合流点
から上流側
河道の掘削

雨水貯留
施設

雨水浸透
施設

水田等
の保全

15
             ※1

中流部以外
の築堤

河道の掘削※2

（中流部より
下流は縮小）

ダムの有効活用
（玉川ダム
容量活用）

中流部より
上流側の

河道の掘削

雨水貯留
施設

雨水浸透
施設

遊水機能を
有する土地
の保全

部分的に低い
堤防の存置

輪中堤 二線堤
土地利用

規制
水田等
の保全

16 築堤 河道の掘削
ダムの有効活用

（玉川ダム
容量活用）

遊水地
(強首地区)

玉川合流点
から上流側
河道の掘削

雨水貯留
施設

雨水浸透
施設

水田等
の保全

治水対策案

河川を中心とした方策 流域を中心とした方策

新Ｎｏ．

河川整備計画相当案の整備 ２） ３） ４）

河道改修

宅地の
かさ上げ、
ピロティ
建築等

土地利用
規制

ダムの有効活用 遊水地 放水路
河道改修

（治水対策案１の河道
改修に追加する内容）

雨水
貯留
施設

雨水
浸透
施設

Ⅲ.新たな施設
    による
    治水対策

Ⅳ.河川を中心
    とした方策
    の組合せ

遊水機能
を有する
土地の
保全

部分的に
低い堤防
の存置

輪中堤 二線堤

流
域
を
中
心
と
し
た

方
策
を
取
り
入
れ
た

治
水
対
策
河
道
改
修

等
と
の
組
み
合
わ
せ

Ⅴ.流域を中心
    とした
    治水対策

河
川
を
中
心
と
し
た
方
策
を
組
み
合
わ
せ

た
治
水
対
策
流
域
を
中
心
と
し
た
方
策
を

取
り
入
れ
た
治
水
対
策
こ
れ
ら
の
組
み
合

わ
せ

Ⅵ.  Ⅰ～Ⅴ
      の組合せ

※1 ：  『中流部以外』とは、15)「遊水機能を有する土地の保全」、16)「部分的に低い堤防の存置」 の対象区間以外を示す。
※2 ：  『中流部より下流』とは、15)「遊水機能を有する土地の保全」、16)「部分的に低い堤防の存置」 の対象区間よりも下流の区間を示す。

水田等
の保全ダム

河
川
を
中
心
と
し
た
方
策
の
組
み
合
わ
せ

Ⅰ.既設ダムの
    有効活用
    による
    治水対策

Ⅱ.河道改修
    による
    治水対策



河川整備計画相当案

①成瀬ダム案
・成瀬ダム
・河道改修：河道掘削＋築堤

Ⅰ．既設ダムの活用による治水対策

②既設ダム有効活用案
・玉川ダム容量活用（水道約590万m3)
・既設ダム有効活用（予備放流）
・河道改修：全川にわたる河道掘削の追加
　　　　　　　 皆瀬川および成瀬川での築堤の追加

Ⅱ．河道改修による治水対策

③河道掘削案
・河道改修：全川にわたる河道掘削の追加
　　　　　　　 皆瀬川および成瀬川での築堤の追加

Ⅲ．新たな施設による治水対策

④遊水地案
・遊水地（強首地区）
・河道改修：遊水地より上流側の河道掘削の追加
　　　　　　　　皆瀬川および成瀬川での築堤の追加
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：建設中ダム※赤線枠は、検証対象ダムを表しています
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各治水対策案の概要（１／２）
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※②～⑦の実施内容は、上記のほか、河川整備計画相当案と同規模の河道の掘削、堤防の整備等を含む

未利用利水容量活用（水道約590万m3）
予備放流の活用（80万m3） 予備放流の活用

（60万m3）



Ⅳ．河川を中心とした方策の組合せ

⑤既設ダム有効活用と遊水地
・玉川ダム容量活用（水道約590万m3)
・既設ダム有効活用（予備放流）
・遊水地（強首地区）
・河道改修：遊水地より上流区間の河道掘削の追加
　　　　　　　 皆瀬川および成瀬川での築堤の追加

Ⅴ．流域を中心とした対策を取り入れた治水対策

⑥遊水機能を有する土地の保全案
・遊水機能を有する土地の保全＋輪中堤
・部分的に低い堤防の存置＋二線堤
・土地利用規制
・河道改修：遊水機能を有する土地の保全区間及び部
　　　　　　　 分的に低い堤防の存置区間より上流区間の
                河道掘削の増加、下流区間の河道掘削縮小。
                皆瀬川及び成瀬川での築堤の追加

Ⅰ～Ⅴの組合せ

⑦既設ダム有効活用と遊水機能を有する土地の保全案
・玉川ダム容量活用（水道約590万m3)
・既設ダム有効活用（予備放流）
・遊水機能を有する土地の保全＋輪中堤
・部分的に低い堤防の存置＋二線堤
・土地利用規制
・河道改修：遊水機能を有する土地の保全区間及び部
　　　　　　　 分的に低い堤防の存置区間より上流区間の
                河道掘削の増加、下流区間の河道掘削縮小。
                皆瀬川及び成瀬川での築堤の追加

［7,100］
5,800

岩
見
川

日
本
海

玉
川

4,400

横
手
川

皆
瀬
川

3,100

●
雄
物
川
橋

鎧畑ダム

：基準地点

玉川ダム

国
管
理
区
間

：主要地点

：既設ダム

[ ]書き：河川整備計画相当案と同規模の目標流量

●
大
曲

■
椿
川

●
河
口

←6,000

旭
川

皆瀬ダム

成瀬川
桧木内川

［7,100］
6,800

岩
見
川

日
本
海

玉
川

4,400

横
手
川

皆
瀬
川

3,100

●
雄
物
川
橋

鎧畑ダム

：基準地点

玉川ダム

国
管
理
区
間

：主要地点

：既設ダム

[ ]書き：河川整備計画相当案と同規模の目標流量

●
大
曲

■
椿
川

●
河
口

←7,200

旭
川

皆瀬ダム

成瀬川
桧木内川

遊水地

［7,100］
5,800

岩
見
川

日
本
海

玉
川

4,400

横
手
川

皆
瀬
川

3,100

●
雄
物
川
橋

鎧畑ダム

：基準地点

玉川ダム

国
管
理
区
間

：主要地点

：既設ダム

[ ]書き：河川整備計画相当案と同規模の目標流量

●
大
曲

■
椿
川

●
河
口

←6,100

旭
川

皆瀬ダム

成瀬川
桧木内川

各治水対策案の概要（２／２）
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・遊水機能を有する土地の保全＋輪中堤
・部分的に低い堤防の存置＋二線堤

・土地利用規制ｚ

※②～⑦の実施内容は、上記のほか、河川整備計画相当案と同規模の河道の掘削、堤防の整備等を含む

・遊水機能を有する土地の保全＋輪中堤
・部分的に低い堤防の存置＋二線堤

・土地利用規制

未利用利水容量活用（水道約590万m3）
予備放流の活用（80万m3） 予備放流の活用

（60万m3）

未利用利水容量活用（水道約590万m3）
予備放流の活用（80万m3）

予備放流の活用
（60万m3）



H.W.L

樹木樹木伐採

掘削土の有効活用

平水位

H.W.L

樹木樹木伐採

掘削土の有効活用

平水位

河川整備計画相当案

河川整備計画相当案の目標流量及び河道配分流量

◇河川整備計画相当案の概要
■「過去最大洪水等、昭和以降に発生した代表的洪水と同規模の洪水が発生しても外水はん濫に

よる床上浸水等重大な浸水被害を防止するとともに、水田等農地についても被害の軽減に努め
る」ことを整備目標とする。

■既設ダムと成瀬ダムにより洪水調節を行うとともに、河道配分流量に応じた河道改修を実施する。

■河道掘削や築堤、成瀬ダムにより、目標とする安全を確保する。

■当面は、中流部で実施している昭和62年8月洪水対応の河道改修を継続・優先する。

■主な洪水調節施設諸元（ダム高、治水容量）
（新設）成瀬ダム H=113.5m、V= 1,900万m3

（既設）玉川ダム H=100.0m、V=1億700万m3

（既設）鎧畑ダム H= 58.5m、V= 3,200万m3

（既設）皆瀬ダム H= 66.5m、V= 1,620万m3

■河道改修
築堤 V= 約530万m3、掘削 V= 約590万m3、残土処理 V= 約10万m3、堰補修 1ヶ所、橋梁架替 1橋、
樋門・樋管新築 約40ヶ所、用地買収 A= 約360ha、移転家屋 約60戸

河道改修イメージ

① 成瀬ダム案

※中流部で現在無堤の区間は段階
的整備としてHWLまで築堤する。

※現在暫定堤となっている区間は
完成堤防高まで築堤する。

凡例

現況河道

河川整備計画相当案河道

河川整備計画相当案
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：建設中ダム※赤線枠は、検証対象ダムを表しています
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河道掘削：河道配分流量を計画高水位以下で流下させるために必要な河積を確保する対策。

つばきがわ

椿川

岩見ダム

協和ダム

南外ダム

鎧畑ダム

玉川ダム

大松川ダム

皆瀬ダム

おおまがり

大曲

お もの がわ ばし

雄物川橋

板戸ダム

成瀬ダム

【国管理区間】
・河川整備計画相当案の
築堤・河道掘削

：河道掘削
：築堤

：対象ダム
：国管理ダム
：県管理ダム

【雄物川（国管理区間）】
■築堤

11.0～50.0km 左岸
52.8～56.6km 左岸
95.6～109.4km 左岸

17.0～37.8km 右岸
42.2～48.4km 右岸
50.4～56.6km 右岸
60.0～60.4km 右岸
78.4～81.6km 右岸

95.2～100.9km 右岸
107.0～109.4km右岸

■河道掘削
1.6～31.0km
33.4～55.2km

58.2～62.2km
96.4～99.6km
102.0～112.8km

【玉川（国管理区間）】
■河道掘削

8.4～8.6km



つばきがわ

椿川

玉川ダム

おおまがり

大曲

既設ダムの活用

岩見ダム

協和ダム

南外ダム

鎧畑ダム

大松川ダム

皆瀬ダム

板戸ダム

【国管理区間】
・河川整備計画相当案
の築堤

・河道配分流量に応じた
河道掘削

：河道掘削
：築堤

：対象ダム
：国管理ダム
：県管理ダム

【雄物川（国管理区間）】
■築堤

11.0～50.0km 左岸
52.8～56.6km 左岸
95.6～109.4km 左岸

17.0～37.8km 右岸
42.2～48.4km 右岸
50.4～56.6km 右岸
60.0～60.4km 右岸
78.4～81.6km 右岸

95.2～100.9km 右岸
107.0～109.4km右岸

■河道掘削
1.1～31.0km
33.4～55.2km

57.8～63.2km
82.2～83.2km
96.4～99.6km
102.0～112.8km

お もの がわ ばし

雄物川橋

【国管理区間】
・河川整備計画相当案
の築堤・河道掘削

既設ダムの活用

【玉川（国管理区間）】
■河道掘削

8.4～8.6km

【皆瀬川（国管理区間）】
■築堤

8.6～9.0km 左岸
7.2～9.0km 右岸

【成瀬川（国管理区間）】

■築堤
0.0～3.2km 左岸
0.0～0.4km 右岸
2.2～3.2km 右岸

H.W.L

樹木伐採

掘削土の有効活用

平水位 残土処理

H.W.L

樹木伐採

掘削土の有効活用

平水位 残土処理
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[ ]書き：河川整備計画相当案と同規模の目標流量
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Ⅰ．既設ダムの活用による治水対策

■主な洪水調節施設諸元（ダム高、治水容量）
（既設）玉川ダム H=100.0m、V=1億700万m3 →玉川ダム未利用水の活用590万m3 +予備放流の活用80万m3

（既設）鎧畑ダム H= 58.5m、V= 3,200万m3

（既設）皆瀬ダム H= 66.5m、V= 1,620万m3 →皆瀬ダム予備放流の活用60万m3

■河道改修
築堤 V= 約550万m3、掘削 V= 約890万m3、残土処理 V= 約290万m3、橋梁架替 1橋、橋梁継足 1橋、
樋門･樋管新築 約50ヶ所、堰補修 1ヶ所、用地買収 A= 約500ha、移転家屋 約60戸

※ダム利水容量活用について関係事業者や利水者との調整が必要

◇治水対策案の概要
玉川ダムで現時点において未利用となっている利水容量（水道約590万m3）の活用とあわせて
玉川ダム、皆瀬ダムの予備放流を治水に有効活用することにより、洪水調節効果を強化する。
既設ダムの利水容量活用については、利水者や関係機関との調整が必要。
上記の既設ダム（玉川ダム、皆瀬ダム）の有効活用による洪水調節を実施し、河道配分流量に
応じた河道改修を実施し、河川整備計画相当案と同程度の安全度を確保する対策案とする。

② 既設ダム有効活用案

未利用利水容量活用（水道約590万m3）
予備放流の活用（80万m3）

河道改修イメージ
凡例

現況河道

河川整備計画相当案河道

河川整備計画相当案

治水対策案

治水対策案河道

※残土処理は、再利用を考慮した仮置盛土を行う

※現在暫定堤となっている区間は
完成堤防高まで築堤する。

河川整備計画相当案と同規模の目標流量及び河道配分流量

※中流部で現在無堤の区間は段階
的整備としてHWLまで築堤する。

5

河道掘削：河道配分流量を計画高水位以下で流下させるために必要な河積を確保する対策。

予備放流の活用
（60万m3）

サーチャージ水位 EL=402.4m

常時満水位 EL=397.4m

制限水位 EL=387.2m

洪水調節容量 10700万m3

利水容量

▼玉川ダム現行操作による容量

サーチャージ水位 EL=402.4m

常時満水位 EL=397.4m

洪水調節容量 10700万m3

洪水調節容量の確保

=約80万m3の増

未利用水活用・予備放流の実施
利水容量

=約670万m3の減

▼玉川ダム有効活用による容量

洪水調節容量の確保
(未利用水の活用)
=約590万m3の増

EL=386.1m

▼皆瀬ダム現行操作による容量

サーチャージ水位 EL=251.0m

常時満水位 EL=250.0m

制限水位 EL=237.5m

洪水調節容量 1620万m3

利水容量

▼皆瀬ダム有効活用による容量

サーチャージ水位 EL=251.0m

常時満水位 EL=250.0m

洪水調節容量 1620万m3

洪水調節容量確保
=約60万m3の増

利水容量
=約60万m3の減

予備放流の実施

EL=236.9m



H.W.L

樹木伐採

掘削土の有効活用

平水位 残土処理

H.W.L

樹木伐採

掘削土の有効活用

平水位 残土処理
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Ⅱ．河道改修による治水対策

■主な洪水調節施設諸元（ダム高、治水容量）
（既設）玉川ダム H=100.0m、V=1億700万m3

（既設）鎧畑ダム H= 58.5m、V= 3,200万m3

（既設）皆瀬ダム H= 66.5m、V= 1,620万m3

■河道改修
築堤 V= 約550万m3、掘削 V= 約920万m3、残土処理 V= 約320万m3、橋梁架替 1橋、橋梁継足 1橋
樋門･樋管 新築 約50ヶ所、堰補修 1ヶ所、用地買収 A= 約520ha、移転家屋 約60戸

◇治水対策案の概要
既設ダムによる洪水調節と河道配分流量に応じた河道掘削を基本に実施。
既設ダムによる洪水調節と河道改修により、河川整備計画相当案と同程度の安全を確保。
治水対策案の中で最も大きな規模の河道掘削となる。

③ 河道掘削案

河道改修イメージ
凡例

現況河道

河川整備計画相当案河道

河川整備計画相当案

治水対策案

治水対策案河道

※残土処理は、再利用を考慮した仮置盛土を行う

※現在暫定堤となっている区間は
完成堤防高まで築堤する。

河川整備計画相当案と同規模の目標流量及び河道配分流量

※中流部で現在無堤の区間は段階
的整備としてHWLまで築堤する。
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河道掘削：河道配分流量を計画高水位以下で流下させるために必要な河積を確保する対策。

つばきがわ

椿川

おおまがり

大曲

お もの がわ ばし

雄物川橋

岩見ダム

協和ダム

南外ダム

鎧畑ダム

玉川ダム

大松川ダム

皆瀬ダム

板戸ダム

：河道掘削
：築堤

：対象ダム
：国管理ダム
：県管理ダム

【国管理区間】
・河川整備計画相当案
の築堤

・河道配分流量に応じた
河道掘削

【雄物川（国管理区間）】
■築堤

11.0～50.0km 左岸
52.8～56.6km 左岸
95.6～109.4km 左岸

17.0～37.8km 右岸
42.2～48.4km 右岸
50.4～56.6km 右岸
60.0～60.4km 右岸
78.4～81.6km 右岸

95.2～100.9km 右岸
107.0～109.4km右岸

■河道掘削
1.1～31.0km
33.4～55.2km

57.8～63.2km
82.2～83.2km
96.4～99.6km
102.0～112.8km

【玉川（国管理区間）】
■河道掘削

8.4～8.6km

【国管理区間】
・河川整備計画相当案
の築堤・河道掘削

【皆瀬川（国管理区間）】
■築堤

8.6～9.0km 左岸
7.2～9.0km 右岸

【成瀬川（国管理区間）】

■築堤
0.0～3.2km 左岸
0.0～0.4km 右岸
2.2～3.2km 右岸



つばきがわ

椿川

おおまがり

大曲

お もの がわ ばし

雄物川橋

岩見ダム

協和ダム

南外ダム

鎧畑ダム

玉川ダム

大松川ダム

皆瀬ダム

板戸ダム

【国管理区間】
・河川整備計画相当案
と同規模の築堤

・河道配分流量に応じた
河道掘削

【雄物川（国管理区間）】
■築堤

11.0～50.0km 左岸
52.8～56.6km 左岸
95.6～109.4km 左岸

17.0～37.8km 右岸
42.2～48.4km 右岸
50.4～56.6km 右岸
60.0～60.4km 右岸
78.4～81.6km 右岸

95.2～100.9km 右岸
107.0～109.4km右岸

■河道掘削
1.1～31.0km
33.4～55.2km

57.8～63.2km
82.2～83.2km
96.4～99.6km
102.0～112.8km

【国管理区間】
・河川整備計画相当案
の築堤・河道掘削

【国管理区間】
・河川整備計画相当案
の築堤・河道掘削

：河道掘削
：築堤

：対象ダム
：国管理ダム
：県管理ダム

遊水地 【玉川（国管理区間）】
■河道掘削

8.4～8.6km

【皆瀬川（国管理区間）】
■築堤

8.6～9.0km 左岸
7.2～9.0km 右岸

【成瀬川（国管理区間）】

■築堤
0.0～3.2km 左岸
0.0～0.4km 右岸
2.2～3.2km 右岸

H.W.L

樹木伐採

掘削土の有効活用

掘削土の有効活用

平水位
築堤及び遊水地の周囲堤
へ流用及び残土処理
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遊水地

越流堤 周囲堤

HWL

減勢工

■主な洪水調節施設諸元（ダム高、治水容量）
（既設）玉川ダム H=100.0m、V=1億700万m3

（既設）鎧畑ダム H= 58.5m、V= 3,200万m3

（既設）皆瀬ダム H= 66.5m、V= 1,620万m3

（新設）遊水地A= 約270ha
■河道改修

築堤 V= 約540万m3、掘削 V= 約780万m3、残土処理 V= 約150万m3、橋梁架替 1橋、樋門･樋管 新築 約50ヶ所、
堰補修 1ヶ所、用地買収 A= 約450ha、移転家屋 約60戸

■遊水地
周囲堤 V= 約70万m3、初期湛水地 A= 約20ha、初期湛水地掘削 V= 約40万m3、水門 1箇所、陸閘 2箇所、
用地買収 A= 約40ha、地役権 A= 約250ha

※新たに遊水地とする区域で、地域との合意形成を図ることが必要

Ⅲ． 新たな施設による治水対策

◇治水対策案の概要
既設ダムと遊水地による洪水調節を行うとともに、河道配分流量に応じた河道掘削を実施。
雄物川沿川で、洪水を貯留するためのまとまった土地面積が確保でき、できるだけ家屋移転等
が生じない候補地として強首輪中堤下流地区を想定。
遊水地より下流では①成瀬ダム案(河川整備計画相当案)と同規模の掘削、遊水地より上流では
③河道掘削案と同規模の掘削となる。
河道掘削や築堤と遊水地により、整備計画相当案と同程度の安全を確保。
新たに遊水地を設置する地域の土地所有者・関係機関等との調整が必要。

河道改修イメージ

④ 遊水地案

遊水地イメージ凡例

現況河道

河川整備計画相当案河道

河川整備計画相当案

治水対策案

治水対策案河道
※残土処理は、再利用を考慮した仮置盛土を行う

河川整備計画相当案と同規模の目標流量及び河道配分流量

※中流部で現在無堤の区間は段階
的整備としてHWLまで築堤する。

7

強首輪中堤

遊水地検討地区

河道掘削：河道配分流量を計画高水位以下で流下させるために必要な河積を確保する対策。



つばきがわ

椿川

玉川ダム

おおまがり

大曲

お もの がわ ばし

雄物川橋

既設ダムの活用

岩見ダム

協和ダム

南外ダム

鎧畑ダム

大松川ダム

皆瀬ダム

板戸ダム

：河道掘削
：築堤

：対象ダム
：国管理ダム
：県管理ダム

【雄物川（国管理区間）】
■築堤

11.0～50.0km 左岸
52.8～56.6km 左岸
95.6～109.4km 左岸

17.0～37.8km 右岸
42.2～48.4km 右岸
50.4～56.6km 右岸
60.0～60.4km 右岸
78.4～81.6km 右岸

95.2～100.9km 右岸
107.0～109.4km右岸

■河道掘削
1.1～31.0km
33.4～55.2km

57.8～63.2km
82.2～83.2km
96.4～99.6km
102.0～112.8km

既設ダムの活用

遊水地

【国管理区間】
・河川整備計画相当案
と同規模の築堤

・河道配分流量に応じた
河道掘削

【国管理区間】
・河川整備計画相当案
の築堤・河道掘削

【国管理区間】
・河川整備計画相当案
の築堤・河道掘削

【玉川（国管理区間）】
■河道掘削

8.4～8.6km

【皆瀬川（国管理区間）】
■築堤

8.6～9.0km 左岸
7.2～9.0km 右岸

【成瀬川（国管理区間）】

■築堤
0.0～3.2km 左岸
0.0～0.4km 右岸
2.2～3.2km 右岸

H.W.L

樹木伐採

掘削土の有効活用

掘削土の有効活用

平水位
築堤及び遊水地の周囲堤
へ流用及び残土処理

掘削土の有効活用

H.W.L

樹木樹木伐採

掘削土の有効活用

平水位
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[ ]書き：河川整備計画相当案と同規模の目標流量
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皆瀬ダム

成瀬川
桧木内川

遊水地

■主な洪水調節施設諸元（ダム高、治水容量）
（既設）玉川ダム H=100.0m、V=1億700万m3 →玉川ダム未利用水の活用590万m3 +予備放流の活用80万m3

（既設）鎧畑ダム H= 58.5m、V=3,200万m3

（既設）皆瀬ダム H= 66.5m、V=1,620万m3 →皆瀬ダム予備放流の活用60万m3

（新設）遊水地 A= 約270ha
■河道改修

築堤 V= 約540万m3、掘削 V= 約770万m3、残土処理 V= 約140万m3、橋梁架替 1橋、
樋門･樋管 新築 約50ヶ所、堰補修 1ヶ所、用地買収 A= 約440ha、移転家屋 約60戸

■遊水地
周囲堤 V= 約70万m3、初期湛水地 A= 約20ha、初期湛水地掘削 V= 約40万m3、水門 1箇所、陸閘 2箇所、
用地買収 A= 約40ha、地役権 A= 約250ha

※新たに遊水地とする区域で、地域との合意形成を図ることが必要
※ダム利水容量活用について関係事業者や利水者との調整が必要

Ⅳ．河川を中心とした方策の組合せ

◇治水対策案の概要
玉川ダムで現時点において未利用となっている利水容量（水道約590万m3）の活用とあわせて玉川ダム、
皆瀬ダムの予備放流を治水に有効活用することにより、洪水調節効果を強化する。
既設ダムの利水容量活用については、利水者や関係機関との調整が必要。また、新たに遊水地を設置
する地域の土地所有者・関係機関等との調整が必要。
上記の既設ダム（玉川ダム、皆瀬ダム）の有効活用と遊水地による洪水調節を実施し、河道配分流量に
応じた河道改修を実施し、河川整備計画相当案と同程度の安全度を確保する対策案とする。

河道改修イメージ

【遊水地（強首地区）より下流】 【遊水地（強首地区）より上流】

⑤ 既設ダム有効活用と遊水地案

凡例

現況河道

河川整備計画相当案河道

河川整備計画相当案

治水対策案

治水対策案河道

※残土処理は、再利用を考慮した仮置盛土を行う

河川整備計画相当案と同規模の目標流量及び河道配分流量

※中流部で現在無堤の区間は段階
的整備としてHWLまで築堤する。

※中流部で現在無堤の区間は段階
的整備としてHWLまで築堤する。
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河道掘削：河道配分流量を計画高水位以下で流下させるために必要な河積を確保する対策。

強首輪中堤

遊水地検討地区

強首輪中堤

遊水地検討地区

未利用利水容量活用（水道約590万m3）
予備放流の活用（80万m3）

▼皆瀬ダム現行操作による容量

サーチャージ水位 EL=251.0m

常時満水位 EL=250.0m

制限水位 EL=237.5m

洪水調節容量 1620万m3

利水容量

▼皆瀬ダム有効活用による容量

サーチャージ水位 EL=251.0m

常時満水位 EL=250.0m

洪水調節容量 1620万m3

洪水調節容量確保
=約60万m3の増

利水容量
=約60万m3の減

予備放流の実施

EL=236.9m

サーチャージ水位 EL=402.4m

常時満水位 EL=397.4m

制限水位 EL=387.2m

洪水調節容量 10700万m3

利水容量

▼玉川ダム現行操作による容量

サーチャージ水位 EL=402.4m

常時満水位 EL=397.4m

洪水調節容量 10700万m3

洪水調節容量の確保

=約80万m3の増

未利用水活用・予備放流の実施
利水容量

=約670万m3の減

▼玉川ダム有効活用による容量

洪水調節容量の確保
(未利用水の活用)
=約590万m3の増

EL=386.1m

予備放流の活用
（60万m3）



つばきがわ

椿川

おおまがり

大曲

お もの がわ ばし

雄物川橋

岩見ダム

協和ダム

南外ダム

鎧畑ダム

玉川ダム

大松川ダム

皆瀬ダム

板戸ダム

【雄物川（国管理区間）】
■築堤

11.0～13.1km 左岸
34.8～50.0km 左岸
52.8～56.6km 左岸

95.6～109.4km 左岸
31.4～37.8km 右岸
50.4～56.6km 右岸
60.0～60.4km 右岸
78.4～81.6km 右岸

95.2～100.9km 右岸
107.0～109.4km右岸

■河道掘削
1.1～31.0km
33.4～55.2km

57.8～63.2km
82.2～83.2km
96.4～99.6km
102.0～112.8km

：河道掘削
：築堤
：遊水機能の保全区域

：対象ダム
：国管理ダム
：県管理ダム

【国管理区間】
・河川整備計画相当案
の築堤

・河道配分流量に応じた
河道掘削

【国管理区間】
・遊水機能を有する
土地の保全

・河道配分流量に応じた
河道掘削

・遊水機能を有する土地の保全＋輪中堤

・部分的に低い堤防の存置＋二線堤

・土地利用規制

【国管理区間】
・河川整備計画相当案の築堤
・河道配分流量に応じた河道掘削

【国管理区間】
・河川整備計画相当案の
築堤・河道掘削

【玉川（国管理区間）】
■河道掘削

8.4～8.6km

【皆瀬川（国管理区間）】
■築堤

8.6～9.0km 左岸
7.2～9.0km 右岸

【成瀬川（国管理区間）】

■築堤
0.0～3.2km 左岸
0.0～0.4km 右岸
2.2～3.2km 右岸
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[ ]書き：河川整備計画相当案と同規模の目標流量

●
大
曲

■
椿
川

●
河
口

←6,100
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成瀬川
桧木内川

輪中堤及び二線堤への流用

H.W.L

樹木樹木伐採

掘削土の有効活用
掘削土の有効活用

平水位

H.W.L

樹木伐採

掘削土の有効活用

掘削土の有効活用

平水位 輪中堤及び二線堤への流用

輪中堤及び二線堤への流用

■洪水調節施設諸元（ダム高、治水容量）
（既設）玉川ダム H=100.0m、V=1億700万m3

（既設）鎧畑ダム H= 58.5m、V= 3,200万m3

（既設）皆瀬ダム H= 66.5m、V= 1,620万m3

■河道改修
築堤 V= 約220万m3、掘削 V= 約580万m3、橋梁架替 1橋、樋門･樋管 新築 約30ヶ所、堰補修 1ヶ所、
用地買収 A= 約270ha、移転家屋 約60戸

■流域対策
（新設）輪中堤 V= 約280万m3、二線堤 V= 約200万m3、ＪＲ防御堤 L= 約4km、一般道かさ上げ L= 約35km、

用地買収 A= 約190ha（輪中堤等 約120ha、二線堤 約70ha）
※流域対策を実施する地域との合意形成を図ることが必要

Ⅴ．流域を中心とした対策を取り入れた治水対策

◇治水対策案の概要
雄物川中流部のうち、玉川合流点～下流 椿川地点までの間には、堤防整備の状況に応じて、
無堤区間とS62.8洪水に対応した段階的な築堤を実施している暫定堤防区間が存在する。
流域対策として、無堤区間（左岸16ｋ～32ｋ、右岸20ｋ～31ｋ、右岸42ｋ～48ｋ)を保全し、暫定堤
防区間（左岸36ｋ～50ｋ、右岸31ｋ～38ｋ）を存置することにより、遊水及び越水による流量低減
を図るとともに、河道配分流量に応じた河道掘削を実施。
あわせて、遊水や越水に対しては、「輪中堤」（無堤区間）、「二線堤」（暫定堤防区間）により、家
屋浸水を防止する。
流域対策の実施対象となる地域との十分な合意形成を図る必要がある。

⑥ 遊水地機能を有する土地の保全案

河道改修イメージ

【遊水・越水区域より下流】 【遊水・越水区域より上流】

凡例

現況河道

河川整備計画相当案河道

河川整備計画相当案

治水対策案

治水対策案河道

河川整備計画相当案の目標流量及び河道配分流量

無堤区間と暫定堤防区間における対策イメージ
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宅地を守る輪中堤
遊水による流量低減

遊 水

宅地を守る二線堤 越水による流量低減

部分的に低い堤防

・遊水機能を有する土地の保全＋輪中堤
・部分的に低い堤防の存置＋二線堤
・土地利用規制

河道掘削：河道配分流量を計画高水位以下で流下させるために必要な河積を確保する対策。



つばきがわ

椿川

おおまがり

大曲

お もの がわ ばし

雄物川橋

岩見ダム

協和ダム

南外ダム

鎧畑ダム

大松川ダム

皆瀬ダム

板戸ダム

【雄物川（国管理区間）】
■築堤

11.0～13.1km 左岸
34.8～50.0km 左岸
52.8～56.6km 左岸

95.6～109.4km 左岸
31.4～37.8km 右岸
50.4～56.6km 右岸
60.0～60.4km 右岸
78.4～81.6km 右岸

95.2～100.9km 右岸
107.0～109.4km右岸

■河道掘削
1.1～31.0km
33.4～55.2km

57.8～63.2km
82.2～83.2km
96.4～99.6km
102.0～112.8km

：河道掘削
：築堤
：遊水機能の保全区域

：対象ダム
：国管理ダム
：県管理ダム

【国管理区間】
・河川整備計画相当案
の築堤

・河道配分流量に応じた
河道掘削

・遊水機能を有する土地の保全＋輪中堤

・部分的に低い堤防の存置＋二線堤
・土地利用規制

【国管理区間】
・河川整備計画相当案の築堤
・河道配分流量に応じた河道掘削

玉川ダム

既設ダムの活用

既設ダムの活用

【国管理区間】
・河川整備計画相当案の
築堤・河道掘削

【国管理区間】
・遊水機能を有する
土地の保全

・河道配分流量に応じた
河道掘削

【玉川（国管理区間）】
■河道掘削

8.4～8.6km

【皆瀬川（国管理区間）】
■築堤

8.6～9.0km 左岸
7.2～9.0km 右岸

【成瀬川（国管理区間）】

■築堤
0.0～3.2km 左岸
0.0～0.4km 右岸
2.2～3.2km 右岸
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[ ]書き：河川整備計画相当案と同規模の目標流量
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H.W.L

樹木伐採

掘削土の有効活用

掘削土の有効活用

平水位 輪中堤及び二線堤への流用

輪中堤及び二線堤への流用

■洪水調節施設諸元（ダム高、治水容量）
（既設）玉川ダム H=100.0m、V=1億700万m3 →玉川ダム未利用水の活用590万m3 +予備放流の活用80万m3

（既設）鎧畑ダム H= 58.5m、V= 3,200万m3

（既設）皆瀬ダム H= 66.5m、V= 1,620万m3 →皆瀬ダム予備放流の活用60万m3

■河道改修
築堤 V= 約220万m3、掘削 V= 約570万m3、橋梁架替 1橋、樋門･樋管 新築 約30ヶ所、堰補修 1ヶ所、
用地買収 A= 約270ha、移転家屋 約60戸

■流域対策
（新設）輪中堤 V= 約280万m3、二線堤 V= 約200万m3、ＪＲ防御堤 L= 約4km、一般道かさ上げ L= 約35km、

用地買収 A= 約190ha（輪中堤等 約120ha、二線堤 約70ha）
※ダム利水容量活用について関係事業者や利水者との調整等が必要。
※流域対策を実施する地域との合意形成を図ることが必要

Ⅰ～Ⅴの組合せ

河道改修イメージ

⑦ 既設ダム有効活用と遊水機能を有する土地の保全案

※現在暫定堤となっている区間は
完成堤防高まで築堤する。

凡例

現況河道

河川整備計画相当案河道

河川整備計画相当案

治水対策案

治水対策案河道

河川整備計画相当案の目標流量及び河道配分流量

◇治水対策案の概要
玉川ダムで現時点において未利用となっている利水容量（水道約590万m3）の活用とあわせて玉川ダム、
皆瀬ダムの予備放流を治水に有効活用することにより、洪水調節効果を強化する。
流域対策として、無堤区間（左岸16ｋ～32ｋ、右岸20ｋ～31ｋ、右岸42ｋ～48ｋ)及び暫定堤防区間（左岸
36ｋ～50ｋ、右岸31ｋ～38ｋ）を存置することにより、遊水及び越水による流量低減を図るとともに、河道
配分流量に応じた河道掘削を実施。
あわせて、遊水や越水に対しては、「輪中堤」（無堤区間）、「二線堤」（暫定堤防区間）により、家屋浸水
を防止する。
既設ダムの利水者等との調整等が必要であるとともに、流域対策の実施対象となっている地域との十
分な合意形成を図ることが必要。
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無堤区間と輪中堤のイメージ

宅地を守る輪中堤
遊水による流量低減

遊 水

【遊水・越水区域より上流】

・遊水機能を有する土地の保全＋輪中堤
・部分的に低い堤防の存置＋二線堤等
・土地利用規制

河道掘削：河道配分流量を計画高水位以下で流下させるために必要な河積を確保する対策。

未利用利水容量活用（水道約590万m3）
予備放流の活用（80万m3）

予備放流の活用
（60万m3）

▼皆瀬ダム現行操作による容量

サーチャージ水位 EL=251.0m

常時満水位 EL=250.0m

制限水位 EL=237.5m

洪水調節容量 1620万m3

利水容量

▼皆瀬ダム有効活用による容量

サーチャージ水位 EL=251.0m

常時満水位 EL=250.0m

洪水調節容量 1620万m3

洪水調節容量確保
=約60万m3の増

利水容量
=約60万m3の減

予備放流の実施

EL=236.9m

サーチャージ水位 EL=402.4m

常時満水位 EL=397.4m

制限水位 EL=387.2m

洪水調節容量 10700万m3

利水容量

▼玉川ダム現行操作による容量

サーチャージ水位 EL=402.4m

常時満水位 EL=397.4m

洪水調節容量 10700万m3

洪水調節容量の確保

=約80万m3の増

未利用水活用・予備放流の実施
利水容量

=約670万m3の減

▼玉川ダム有効活用による容量

洪水調節容量の確保
(未利用水の活用)
=約590万m3の増

EL=386.1m



輪中堤・二線堤
完成堤
無堤
S62.8 洪水対応 HWL 未満暫定堤防

防御堤
JR 奥羽本線（秋田新幹線）
国道 13 号線
一般道

◇治水対策案の考え方
無堤区間（左岸16ｋ～32ｋ、右岸20ｋ～31ｋ、右岸42ｋ～48ｋ)を保全し、遊水に対しては「輪中

堤」を整備して家屋浸水を防止する。
S62.8洪水対応暫定堤防区間（左岸36ｋ～50ｋ、右岸31ｋ～38ｋ）を存置し、越水に対しては、

「二線堤」により家屋浸水を防止する。

Ａ－Ａ’
無堤区間のイメージ図
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・河川整備計画相当案の河道掘削
・無堤区間を保全

・S62.8洪水対応の暫定堤防を存置

・河川整備計画相当案の河道掘削

・S62.8洪水対応の暫定堤防を存置

・河川整備計画相当案の河道掘削

・
河

川
整

備
計

画
相

当
案

の
築

堤
・
河

道
配

分
流

量
に

応
じ

た
河

道
掘

削

強首輪中堤

協雄大橋

福部羅橋

新波橋

西仙北地区
市街地B

B’

BーB’
S62.8洪水対応暫定堤防区間のイメージ図

宅地を守る輪中堤
遊水による流量低減

遊 水

宅地を守る二線堤 越水による流量低減

部分的に低い堤防

⑥及び⑦で検討した中流部における流域対策の考え方 成瀬ダム第３回検討の場資料 抜粋


